
 

 

 

品川区 



 

地域のグループ（１０世帯以上）で登録し、集団回収（集団回収）を行うと、回収量に応じて、

１㎏あたり８円の報奨金が支給されます。 

 

 



 

 

回収量1㎏に対し8円の報奨金を支給 



 

 

りｓｄ 

 

81.1％（令和 3年） 

ﾘｻｲｸﾙ率 96.6％（令和 3年度） 

ﾘｻｲｸﾙ率 94.0％（令和 2年度） 

 
スチール缶、自動車・建材・レール

などの 
などの再生品 

 

 

 

 何気なく燃やすごみにしているものの中に、リサイクルできる紙がまだあります。 

『雑がみ』 とは、新聞・雑誌・段ボール・紙パック以外で、再生紙の原料となる紙のことです。 

  例えば…   おかしやティッシュの空き箱。パンフレットやチラシ、カレンダー、包装紙、 

コピー用紙など、名刺大より大きい紙 

折りたたんでしばるか、紙袋に入れて資源に出していただくと、立派に再生できます。 

 

区では、平成 30 年 9 月回収分から、『雑がみ』を回収している集団回収団体に、協力金を上乗せしてお支

払いしています。協力金の支払いを受けるためには、回収品目の変更届が必要です。 

 

 

 

 

 

紙の中には、リサイクルに向かない紙もあります。 

例えば…   感熱紙（レシート・ファクシミリ・ワープロなど）、匂いがついた紙（洗剤・たばこ・線香など）、 

汚れた紙（ピザやケーキの箱など、）紙おむつ・ティッシュ、カーボン紙・ノーカーボン紙 

（複写伝票など）、粘着物がついた紙（圧着はがき・シールなど）、防水加工した紙（紙 

コップ・紙皿・ヨーグルトやアイスのカップなど）、写真、箔押しされた紙（折り紙等の金紙・ 

銀紙）、昇華転写紙（アイロンプリント紙・かばんや靴の詰め物など）、不織布  など 

 

 これらが混入すると、せっかくのリサイクル製品が商品にならなくなり、結局廃棄処分になってしまいます。 

シュレッダーするときも分けてください。  禁忌品？ 迷う紙は燃やすごみへ！ 

 

 

 

 

 

 

 

『雑がみ』の回収促進 

『雑がみ』にできない紙（禁忌品
き ん き ひ ん

） 

 

 


